
環境大臣 様

与那国島への自衛隊配備計画に関わる要望書

南北に長く亜熱帯から寒帯の気候帯を含む日本列島には豊かな昆虫相が成立

しています。日本の昆虫類は、現在、約３万２千種が記録されていますが、日

本列島は大陸との接続と分断など複雑な地史を背景に形成された大小の島々か

らなるため、固有種や固有亜種が多いことが大きな特徴です。中でも、区系動

物地理学上、東洋区に区分される琉球列島は、日本本土にみられない南方系の

昆虫相を有している点に加えて、列島の成立の過程で取り残された遺存種が多

くみられる点、近隣の地域に近縁な種が生息していない種や生きた化石と呼ば

れるような、近縁種に比較してより祖先的な特徴をもつ種が数多くみられる点

で特筆されます。

しかしながら、近年、琉球列島の貴重な昆虫類は、開発事業に伴う生息地の

破壊や生息環境の悪化、外来種の侵入や定着、マニア等の過剰な採集行為等に

よる撹乱で、非常に危機的な状況に陥っています。

生物多様性の低下は、生態系の機能を損ない、人類の生存を脅かす憂慮すべ

き事態です。とりわけ昆虫類が、あらゆる生態系において圧倒的な多様性を誇

り、生物の生存基盤である食物連鎖の維持に重要な役割を果たしていることを

考え合わせると、琉球列島の貴重な昆虫類の多様性を保全することは極めて重

要な課題であるといえます。

こうした中で、今般、与那国島へ陸上自衛隊沿岸監視部隊、および航空自衛

隊移動警戒隊が配備され、その配置候補地に久部良地区（南牧場）とインビ岳

西側周辺が挙げられている等、具体的な計画案が地元住民への説明会で明らか

にされたとの報道が「琉球新報」や「八重山毎日新聞」（いずれも 2011 年 11

月 18 日付）に掲載されました。

与那国島には絶滅危惧種の中でも特に絶滅のおそれが高いことから、種の保

存法に基づく「国内希少野生動植物種」に指定されたばかり（2011 年２月 15 日

付）のヨナグニマルバネクワガタやフチトリゲンゴロウが生息しておりますが、

特に、今回の自衛隊配置候補地の一つであるインビ岳周辺の森林はヨナグニマ

ルバネクワガタの同島内における最後に残された主要な生息地であり（下地幸夫

2009，『野生生物保護』12 (1): 21-26）、今回の配置に伴う関連施設の建設等が同亜



種に対して甚大な影響を及ぼす危険性が著しく高いと考えられます。また、イ

ンビ岳西側や久部良地区の牧場内には環境の良好な溜め池が点在しており、フ

チトリゲンゴロウの生息も予想されます。

さらに、与那国島には「国内希少野生動植物種」に指定されたこの２種以外

にも、同島をタイプ産地として記載された種や亜種が 30 以上、国内では同島の

みに分布が確認されている種や亜種が 60 近くあるなど、わが国における生物多

様性の保全上、極めて重要な昆虫類が多数生息しております。島嶼という閉鎖

的で面積の限られた場所での開発等による撹乱は、大きな面積をもつ日本本土

等に比べて、個々の生物や生態系へのインパクトの程度が極めて大きく、その

影響は計り知れません。

このような理由から、与那国島における自衛隊配備計画の策定にあたっては、

昆虫類をはじめ動植物の関係学会の専門家を交えて、細部に渡る十分な検討を

行ない、同島の生態系に及ぼす影響を最小限度に抑える努力が必要だと考えま

す。そこで添付の通り、防衛大臣、沖縄県知事および与那国町長宛に、要望書

を送付しました。本件に関して、貴職にもご尽力賜りますようお願い申し上げ

ます。もちろん、日本昆虫学会、日本甲虫学会、日本鱗翅学会、日本昆虫分類

学会および日本トンボ学会は、専門家集団として本件に関していつでもご協力

させていただく用意がございますことも最後に申し添えさせていただきます。
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